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身

境
破
壊
に
よ
っ
て
地
球
が
傷
つ
き
、危
機

が
迫
つ
て
い
ま
す
。

多
く
の
み
な
さ
ん
が
、
地
球
温
暖
化
を
止
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、世
界
の
経
済
、

政
治
か
ら
み
る
と
地
球
温
暖
化
は
む
し
ろ
加
速
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
、わ
れ
わ
れ
は
行
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
球
温
暖
化
を
止
め
る
！
　
こ
れ
は
大
き
な
テ
ー
マ

で
す
が
、
一人
が
、
十
人
が
、
百
人
が
、
千
人
へ
と
輪
を

広
げ
、
何
十
億
の
人
が
行
動
す
れ
ば
地
球
温
暖
化
を

止
め
る
こ
と
も
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

少
年
野
球
の
選
手
た
ち
、
練
習
場
の
周
り
を
見
て

み
ま
し
よ
う
。ゴ
ミ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
ゴ
ミ
を

取
り
除
き
ま
し
よ
う
。ま
ず
自
分
の
身
の
周
り
か
ら
変

え
て
い
き
ま
し
よ
う
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
始
め
、
広

が
っ
て
い
く
こ
と
で
人
間
だ
け
で
は
な
く
、動
物
も
、

植
物
も
い
い
環
境
の
中
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
、
本

来
の
姿
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
よ

う
か
。

今
、わ
れ
わ
れ
は
大
変
な
時
代
に
生
き
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
行
動
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
の
び
の
び
と
、
す
く
す

く
と
大
き
く
成
長
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
作
る
た

め
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
ま
し
よ
う
。

私
た
ち
「富
士
山
大
好
き
―
百
人
の
会
」
は
、

１０
月

２０
日
か
ら
２８
日
ま
で
「ふ
る
さ
と
清
掃
運
動
会
」を
呼

び
か
け
ま
す
。ふ
る
さ
と
の
山
や
川
、海
岸
、商
店
街
、

公
園
な
ど
で
、
清
掃
を
は
じ
め
環
境
を
守
る
行
動
を

起
こ
し
ま
し
よ
う
。

こ
の
運
動
に
多
く
の
み
な
さ
ん
が
賛
同
し
て
い
た

だ
い
て
、
一人
で
も
多
く
の
人
が
参
加
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

９
月
４
日

王
　
貞
治

７０
億
人
を
超
え
る
人
間
が
住
み
、多

く
の
生
命
を
育
む
地
球
、海
に
囲
ま

れ
た
水
と
緑
の
国
、
日
本
。
そ
の
日

本
の
象
徴
で
あ
り
、
多
く
の
人
か

ら
敬
愛
さ
れ
る
富
士
山
。私
は
、
そ

の
富
士
山
が
大
好
き
で
す
。

し
か
し
、
地
球
も
日
本
も
富
士

山
も
、
い
ま
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま

す
。
人
間
が
引
き
起
こ
し
て
い
る
環
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ふるさと清掃運動会 ～環境アクション2007～

プロジエクト趣意書

期

　

場

■

　

■

地球温暖化は「今世紀末」の問題ではなく、私たちの世代も大きな影響を受けることが国立環境研究所のまとめで明らかになりました。20
30年には東京の暑い夜が20世紀に比べ3倍に増え、猛暑日も1,5倍になるといいます。地球温暖化を止める! という大きなテーマに、私

たち一人ひとりは何ができるでしょうか。まず自分自身の足元から環境を保全していくためのアクションをおこそうと、私たちは「ふるさと清掃
運動会」を企画しました。

いま、私たちのふるさとの山や川や海にはごみが捨てられ、水質が汚染されています。緑が奪われ、空気汚染も深刻です。そこでこのプロ

ジェクトは暮らしの場、仕事の場、教育の場であるふるさとの山、川、海、街の環境を自らの手で守ろうというものです。

第1回「ふるさと清掃運動会」は、全国の大学、子ども会、NPO、 NGO、 企業、団体などに協力を呼びかけ、10月 20日 ～28日 の9日 間行いま

す。今春発足した「富士山大好き!百人の会」をはじめ、富士山クラブ、一学一山運動や早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター、セ

ブン_イ レブンみどりの基金などがこのプロジェクトに賛同し、現在、準備を進めています。

ふるさとの山に植林したり、ゴミ袋を持ってハイキングに出かけたり、小鳥たちの命を守るため、川で釣り糸やごみを拾うのもいいでしよう。海

や湖で夏のごみや漂流物を歌いながら拾うのも楽しいでしょう。商店街のポイ捨てごみを、子どもたちと声をかけながらきれいにしましょう。

清掃に限らず、公園のトイレやブロック塀の落書きに、「落書き消し隊」を作って行動しましょう。きっと清々しい気分になります。いろんな場所
でC02を 測定し、温暖化のモノサシにしたら新しい発見ができます。

みんなでアイディアを出し合い、身近な所で、肩ひじ張らずに楽しく参加しましよう。なにげなくごみを捨てていた人も、参加した翌日から拾う

人に変わります。

一人ひとりができることは小さくても、多くの人びとが参加すれば大きな力になります。現場に出かけることができなくても、声援を送る、関心

を持つ、財政的支援をするなどいろんな関わり方があります。

みんなが企画、行動した内容は実行委員会事務局にお知らせください。ウェブを通じて全国に知らせ、行動の輪をもっともっと広げます。

今回の清掃運動会の趣旨をぜひご理解いただき、下記の点でのご賛同。ご協力をよろしくお願い申し上げます。

間:2007年 10月 20日 ～28日 の9日 間

所 :全国各地の参加グループおよび実行委員会事務局が企画した場所。
(詳細は下記ウェブサイ トにて随時お知らせしていきます)

■参加方法:各企業、団体、学校、市民、個人グループなどで○○実行委員会や「○○ し隊」を作って自主的に
行動しましょう。環境保護に役立つことなら清掃に限らず、植樹や落書き消し、C02測定など、
チームを作って行動しましょう。
参加チームは、企画および実施内容を実行委員会事務局にお知らせ下さい。

1.企画および実施内容の情報をお寄せください
グループごとの企画や実施内容などを実行委員会事務局にお知らせください。活動情報をホームペー

ジやYAHOOの「ワイワイマップ」に掲載 し、全国に知らせます。

2.協賛金のお願い
「ふるさと清掃運動会」を成功させるため、協賛金にご協力ください。

・企業、団体は1口 10万円
・個人募金については回数、金額を問いません。

主催 :「ふるさと清掃運動会」実行委員会

後援 :環境省、農林水産省

特別協賛:東芝ソリューション株式会社

協賛 :富士急行株式会社

広告協力:株式会社フジテレビジョン

協力 :富士山クラブ、一学一山運動実行委員

会、早稲田大学平山郁夫記念ポラン

テイアセンター、セプン_イ レプンみど

りの基金、毎日新聞富士山再生キャン

ペーン、ポーイスカウト東京連盟、自然

体験活動推進協議会、学生ボランティ

ア企画集団NUTS、 Yahoo!JAPAN

2007年  8月 6日
「ふるさと清掃運動会」発起人

代表 王 貞治
奥島 孝康
野口 健
加藤登紀子

実行委員長 王 貞治
【問合せ先】
〒105-0003東京都港区浜松町2-7‐ 13

浜松町パークビル2階
NPO法人富士山クラブ内
「ふるさと清掃運動会」実行委員会事務局
電話03-6403-5765 FA× 03-5408‐ 1507
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９
月
４
日
（火
）
、
午
後
５
時
か
ら
環
境
省
記
者
ク
ラ
ブ
で

「
ふ
る
さ
と
清
掃
運
動
会
」
～
環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
ヽ
ｏ
ｏ
Ｎ
～
記
者

会
見
を
行
い
ま
し
た
。奥
島
孝
康
さ
ん
、加
藤
登
紀
子
さ
ん
、
野

口
健
さ
ん
が
出
席
、
王
監
督
は
移
動
日
で
福
岡
滞
在
の
た
め
、

予
め
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

会
見
に
は
、
報
道
関
係
９
社
が
参
加
。
実
行
委
員
１１
名
が
傍

聴
し
ま
し
た
。
富
士
山
ク
ラ
ブ
・亀
山
事
務
局
次
長
の
司
会
で
、

ま
ず
王
監
督
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ビ
デ
オ
を
紹
介
、
参
加
者
そ
れ
ぞ

れ
が
今
企
画
の
意
義
を
話
し
ま
し
た
。

奥
島
さ
ん
は
「秋
の
運
動
会
で
す
。
環
境
に
い
い
こ
と
な
ら

な
ん
で
も
楽
し
く
や
り
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
訴
え
、
加
藤
さ
ん

は
「千
葉
・鴨
川
の
里
山
で
農
的
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
が
、森

と
共
生
す
る
に
は
手
入
れ
が
必
要
。も
っ
た
い
な
い
運
動
の
３

Ｒ
に
リ
メ
ン
バ
ー
、
リ
タ
ー
ン
の
２
Ｒ
を
加
え
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
変
え
る
こ

と
が
大
事
だ
」
と

話
し
ま
し
た
。
野

口
さ
ん
は
ヒ
マ
ラ

ヤ
登
山
や
富
士
山

清
掃

の
経
験
を
ふ

ま
え
「
ご
み
清
掃

は
重
要
だ
が
、
ゴ

ミ
を
出
さ
な

い
生

活
を
す
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
」
な
ど
と
話

し
ま
し
た
。
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野口 健 加藤 登紀子
歌手

奥島 孝康
NPO富士山クラブ理事長、

前早稲田大総長

王 貞治
ソフトバンク監督

東京オリンピック女子バレーボール主将

和歌山県知事
富士学会会長
元参議院議員
フジテレビ会長
イタリアンシェフ
聖路加病院名誉院長
タレント
元大分県知事、新二豊文化経済懇談会会長
画家
スポーツキャスター

書家
プロスキーヤー
オリックス会長・グループCEO
タレント
タレント
歌手・タレント
愛知県地球温暖化防止活動推進委員
エジプ ト考古学者

早稲田大学学事顧問
毎日新聞社主筆
ドコモシステムズ相談役
アルピニス ト
富士急行社長
富士常葉大学学事

xlド ヘ

42日ゞ 中村 昌枝
(旧姓 :河西)

仁坂 吉伸
西‖1 治百人の会

美
則
悟
世
子
朗

秀
　
麻
紀
十

波

山
野
知
谷
野
塚

秋
浅
阿
雨
天
飯

チイ

一
　

彦
男
美
史

ン
吾

純
治
剛
龍

朋
武

ケ
晋

貞
田
　
崎
宮
崎

田
椋

田

石
王
大
大
岡
岡
小
小

ちえ子  言平論家
明

こ
　
　
平
　
郎

　
―
や

平
　
実
重
き
彦
人
秀
春

一
彦

Ｍ
り
海
則
治

陳
久
良

　
あ
守
組
　
広
雄
義

∪
ま
七
政
作

原
　
　
　
海
　
　
　
Ｇ

末
枝
高

野
形
松
矢

の
永
浦
内

Ｅ
田
原

田
村

野
日
日
日
雛

平
降
舞
増

三
宮

Ｍ
山
弓
吉
吉

ズ社長フ オー ンー

風間 深志
加藤 登紀子
狩野 炎立
神田 紫
岸井 成格
清宮 克幸
小池 百合子
蔦 信彦
関口 太郎
平良 朝敬
辰野 勇
田原 総―朗
寺田 千代乃
中畑 ,青

女優
ツプラノ歌手
ヴァイオリニス ト
全日本アーチェリー連盟副会長
俳優
ソフ トバンク監督 (プ ロ野球)

社会体育開発研究所社長
プロ野球解説者
スピードスケー ト選手
元全日本代表監督 (サ ッカー)

タレント
日本ヒューレッドパッカー ド社長
冒険家
歌手
造形作家
講談師
ジャーナリス ト
サントリー監督 (ラ グビー)

元環境大臣
ジャーナリス ト
世界グランプリライダー
かりゆしグループ社長
モンベル社長
ジャーナリス ト
アー トコーポレーション社長
プロ野球解説者

運営委員会
奥島理事長、朝比奈副理事長、中津川副理事長、野口健理事
<幹事>野口和検討委員、亀山久雄事務局次長

2007年 9月 21日 現在 (敬称略、あいうえお順)

呼びかけ人
奥島 孝康
朝比奈 豊
中津‖1 丹
野口 健
堀内 光―郎
水野 隆徳
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「 コ

ロ

ＩＸ
↓
キ

喘
〃

雷
〓活

代
々
木
公
園
を
ビ
カ
ビ
カ
に
！

主
　
　
催

¨
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
富
士
山
ク
ラ
ブ
首
都
圏

会
員

月
　
　
日

¨
‐０
月
２０
日

（土
）
、

２１
日

（日
）

場
　
　
所

¨
東
京
都

・
代
々
木
公
園

参
加
者
数

¨
２２
人

実
施
内
容

¨
２０
～
２１
日
、
代
々
木
公
園
で
行
わ
れ
た

「Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
つ
り
２
０
０
７
」
の
野
外
ス

テ
ー
ジ
で
、
ご
み
持
ち
帰
り
と
清
掃
活

動
を
訴
え
ま
し
た
。
展
示
ブ
ー
ス
で
は

王
監
督
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
し

な
が
ら
ふ
る
さ
と
清
掃
運
動
会
の
チ

ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
終

了
後
に
公
園
内
の
ゴ
ミ
清
掃
ｃ
ブ
ー
ス

で
出
た
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
イ
や
ポ
ス

タ
ー
、
包
み
紙
、
空
き
缶
な
ど
を
回
収

し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
集
ま
り
な
の
に

残
念
な
思
い
が
し
ま
し
た
。

エ
コ
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト

～
ふ
る
さ
と
清
掃
運
動
会

海
抜
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
往
復
す
る

鳥
海
山
清
掃
登
山

主
　
　
催

¨
東
北
公
益
文
科
大
学

月
　
　
日

¨
‐０
月
６
日
（土
）～
８
日
（月
）

場
　
　
所

¨
山
形
県

・
鳥
海
山

参
加
者
数

¨
「
人

実
施
内
容

¨
活
動
目
的
は
、
「海
抜
０
メ
ー
ト
ル
の

日
本
海
か
ら
鳥
海
山
山
頂
を
往
復
す

る
」
こ
と
と
「ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
鳥
海

山
の
環
境
を
保
全
」
し
、
「登
山
者
に

ゴ
ミ
に
対
す
る
意
識
を
啓
発
す
る
」

こ
と
で
す
。
登
山
に
は
大
学
生
、
Ｏ
Ｂ
、

先
生
や
事
務
職
員
だ
け
で
な
く
地
域

の
子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

清
掃
は
、
登
山
道
だ
け
で
な
く
鳥
海
ブ

ル
ー
ラ
イ
ン
や
駐
車
場
も
行
っ
て
い
ま

す
。

王ヽ
　
　
催

月
　
　
日

場
　
　
所

参
加
者
数

実
施
内
容

嬉
楽

‐０
月
２０
日

（土
）

北
海
道

・
札
幌
市

４
人

当
日
は
雨
で
参
加
人
数
も
少
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
中
島
公
園
内
の
紅
葉

を
見
な
が
ら
楽
し
く
ゴ
ミ
拾

い
を
行

い
ま
し
た
。
ゴ
ミ
を
拾

っ
て
、
美
し

い
紅
葉
を
見
て
、
心
も
身
体
も
ス
ッ

キ
リ
し
ま
し
た
。
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林
間
を
美
し
く
整
え
よ
う

主
　
　
催

¨
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茶
道
無
径
会

月
　
　
日

¨
‐０
月
‐３
日

（土
）

場
　
　
所

一
群
馬
県

・
赤
城
山
裾
野

※
達
筆
で
活
動
報
告
書
が
届
き
ま
し
た
。
原
文
を
紹

介
し
ま
す
。

駅
前
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

心
の
ふ
る
さ
と
「和
の
心
」
を
つ
く
る

主

　

　

催

¨

Ｗ

ｉ

Ｎ

Ｗ

Ｉ

Ｎ

Ｃ

Ｌ

∪

Ｂ

月
　
　
日

¨
‐０
月
２３
日
（火
）

場
　
　
所

¨
茨
城
県

・
常
総
市

参
加
者
数

一
５
人

実
施
内
容

¨
自
然
の
法
則
に
私
た
ち
は
か
な
い
ま
せ

ん
が
、
真
心
で
手
を
加
え
る
こ
と
で
共

存
で
き
る
。
日
本
の
良
き
文
化
、
伝
統

な
ど
様
々
な
和
の
心
を
伝
え
て
い
こ

う
と
Ｗ
！
Ｎ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
は
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。
第
１
回
は
茨
城
県
の
ユ
ニ
ゾ
ン

フ
ァ
ー
ム
で
、
自
然
に
落
ち
た
ぎ
ん
な

ん
の
実
を
集
め
た
り
、
枯
葉
集
め
を
し

た
り
環
境
整
備
を
行
な
い
ま
し
た
。

．ごＦ
人
夜
不

イ
レ
み

，
ｔ

っ
く
０
イ

ー
“

，
．
―

フ
‐
γ
三
二
だ
冷
イ
・

扇
”
Ｉ
′

，
こ

‐ヽ
‐
′
４
７
「
「

猾
―
ス
イ
Ｆ
ら

，
Ｔ

，

メ
ー

′．
Ｉ
´

一′
”
―
杯
′
″‘

‥
‘
〓
リ
ア
‘
・
■
、
１
１
‘
′
●

■́
夕‘

´
７
‥

れ
″

考

・イ
ｑ

ィ
，
々
旱
ヽ
お

，
ス
ー
●
く
臓
イ
ヽ

．
，
４
荀
，
１
¨
ィ
・ス
■
」ｇ
て
，で

り
ヽ
■

，
・１

を
，
ｄ
，

‥
薇
キ
涸
↑
缶
イ
‥
‥
４長
て

ァ
ー

秦
着
・・卜
す
だ一
‐イ
ー

を
え

Ｆ
Ｉ
′

‘

Ｆ
ド
ｂ
月
■

年
■
，
４
２
，■

オ
ヽ
・〓
口
″
―
嗽

′午
ｃ・
ｉヽ
，陶
‘
・“４
１
ス
●

―

』．
４‘
た
コ
」
「
●
ａ
一“
パ
ー
ー
も

マ

を
，
“
Ｉ
Ｉ
ｆ

・
１

｛た
だ
ャ
ヽ

７
～

た
″
¨
ぉ
冷

，

そ

ヾ
１́

，

Ｉ

Ｉ
承
Ｆ
ｉ
ノ
ー
ー

‘

る

．
ｒ

ｔ

ェ

〓

で
た
か

い
↑

彎
れ

，
入
７
ｌ
ｏ

●
λ
・”
Ｆ
．（
“
Ｐ
　
ア
ツ
「
、
「

り
め
■
７
γ
メ
ー

ー

一
一
ぉ
漁
ヶ

，
．ご
議
弩
・多
締
´
↑
κ
∴
バ
／

■
．
‥
Ｉ
↑
■
い
一“
７
，
名
―

一
＾
１

一
２

い
も

〓
■

，
´
′ヽ

〓
“
′

．

＾
々
」
メ
イ
，
？

，
，
，
Ｉ

け

〓Ｆ

ｉ
１

０

こ

ｔ

７

‐■
４
，

バ
´
々
で
澤
１

，
ユ

Ｎ
ゃィ
ス
ァ
‘

■
笹
＾
■
〔

一ギ
■
難

今
１
確
ξ

‘
■
″
６
・
■
１
２
う
一
■
１

“
“
「

，
１
締
雪
咋
イ
薇
↓
〓
＾

す

‥
二
‥
〓
ヽ

王ヽ
　
　
催

月
　
　
日

場
　
　
所

参
加
者
数

実
施
内
容

開

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

Ｆ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

Ａ

Ｃ

丁

‐０
月
２１
日

（日
）

栃
木
県

・
小
山
駅
周
辺

１０
人

小
山
駅
周
辺
の
ゴ
ミ
清
掃
と
放
置
自

転
車
の
片
づ
け
を
行

い
ま
し
た
。
参

加
し
た
の
は
高
校
生
、
大
学
生
、
中

高
年
者
な
ど
で
、
タ
バ

コ
の
吸
殻
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
空
き
缶
な
ど
が
目

立
ち
ま
し
た
。
約
３
時
間
の
活
動
で

ゴ
ミ
袋
３
袋
分

い
っ
ぱ

い
に
な
り
、

定
期
的
に
活
動
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
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松
戸
市
上
本
郷
学
童
保
育
所

合
宿
実
行
委
員
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

主
　
　
催

¨
松
戸
市

。
上
本
郷
学
童
保
育
所

月
　
　
日

一
‐０
月
２１
日
（日
）

場
　
　
所

¨
千
葉
県

・
松
戸
市
２１
世
紀
の
森

参
加
者
数

¨
３５
人

実
施
内
容

¨
天
気
も
良
く
、
絶
好
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

日
和
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
清
掃
活

動
の
趣
旨
を
説
明
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
出

た
ゴ
ミ
は
細
か
く
廃
棄
で
き
る
よ
う

袋
を
分
け
て
用
意
し
ま
し
た
。
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
ゴ
ミ
も
説
明
し
、
ゴ
ミ
に

対
す
る
認
識
を
子
ど
も
た
ち
と
共
有

し
ま
し
た
。
家
庭
で
も
ゴ
ミ
問
題
に
つ

い
て
子
供
た
ち
と
会
話
を
し
よ

，
と

確
認
し
ま
し
た
。

い
た
ご
ち
ウ
オ
ー
ク
２
０
０
７

１
２
２
早
稲
田
お
そ
う
じ
プ
瞑
）■
ク
ト

活動報告

場 月 主

所 日 催

主
　
　
催

月
　
　
日

場
　
　
所

参
加
者
数

実
施
内
容

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
た
ご
ち

‐０
月
‐４
日
（日
）

東
京
都

・
大
井
競
馬
場

５
０
０
０
人

「い
た
ご
ち
」
は
「い
た
だ
き
ま
す
」
「ご

ち
そ
う
さ
ま
」
の
合
成
語
。
大
井
競
馬

場
の
馬
場
を
開
放
し
、
１
周
１
６
０
０

ｍ
を
歩
き
ま
し
た
。
貴
重
な
体
験
の

後
、
中
央
広
場
で
歩
育
、
食
育
、
環
境

を
テ
ー
マ
に
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
最
後
に

み
ん
な
で
「い
た
だ
き
ま
す
、
あ
り
が
と

う
」
と
大
き
な
声
を
上
げ
ま
し
た
。

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
企
画
集
団
Ｎ
∪
丁
Ｓ

ｌＯ
月
２１
日
（日
）

早
稲
田
大
学
周
辺
地
域
お
よ
び
キ
ャ
ン

パ
ス
内

６０
人

朝

早
く
か
ら
の
清

掃
だ
っ
た
の
で

ち
ょ
っ
と
眠
か
っ
た
。
街
中
で
の
清
掃
は

初
め
て
で
し
た
が
、
商
店
街
の
人
た
ち

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら

行
う
こ
と
が
で
き
、
活
気
の
あ
る
清
掃

活
動
で
し
た
。
早
稲
田
お
そ
う
じ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
毎
月
月
初
め
に
１
回
行
っ

て
い
ま
す
。

参
加
者
数

実
施
内
容

■‐

目
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練
馬
地
区
Ｂ
Ｓ
ｌ
０
０
周
年
記

念
大
会

主
　
　
催

一
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
京
連
盟

練
馬
地
区

月
　
　
日

¨
‐０
月
２８
日
（日
）

場
　
　
所

一
東
京
都
・練
馬
区
、
大
泉
さ
く
ら

運
動
公
園

参
加
者
数

¨
６
３
６
人

実
施
内
容

¨
練
馬
地
区
の
ス
カ
ウ
ト
・指
導
者

に
よ
る
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
（救
急
、
結
索
、
パ
ズ
ル
な
ど
）

ボ
ー
ス
カ
ウ
ト
精
神
、
技
能
を
中

心
に
し
た
大
運
動
会
の
後
、
参

加
者
全
員
で
運
動
公
園
内
を
清

掃
し
ま
し
た
。
公
園
内
は
日
頃

か
ら
清
掃
が
行
き
届
い
て
い
て
、

ゴ
ミ
は
多
く
な
か
っ
た
。
今
後
も

練
馬
地
区
内
各
団
で
の
活
動
に

「
ふ
る
さ
と
清
掃
運
動
会
」
の

趣
旨
を
意
識
的
に
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
。

富
士
山
を
世
界
遺
産
に
！

主
　
　
催

¨
大
田
区
少
年
少
女
団
体
協
議
会

共
　
　
催

¨
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
京
連
盟
太
田
地
区
協
議
会

月
　
　
日

¨
‐０
月
２８
日
（日
）

場
　
　
所

¨
東
京
都

・
平
和
島
公
園
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
数

¨
７
０
０
人

実
施
内
容

一
各
地
域
、
出
発
場
所
よ
り
会
場
ま
で
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
集
合
。
そ
の
ゴ

ミ
を
山
に
し
て
富
士
山
に
見
立
て
て
、
環
境
保
護
と
富
士
山
を
世
界

遺
産
に
登
録
す
る
場
合
の
問
題
点
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

7
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紹 ▲
介

活動報告

杉
並
地
区
ス
カ
ウ
ト
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル

主
　
　
催

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
京
連
盟

杉
並
地
区

１。
月
２１
日
（日
）

東
京
都

・
杉
並
区
「桃
井
原
っ
ぱ
広
場
」

５
０
０
人

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
杉
並
地
区
創
立
３０

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
桃
井

原
っ
ぱ
広
場
」
で
ゴ
ミ
清
掃
。
広
場
内

の
ト
イ
レ
清
掃
も
行
な
っ
た
。

里
山
活
動
～
下
草
刈
り
～

主
　
　
催

¨
法
政
大
学
環
境
系
総
合
サ
ー
ク
ル

Ｈ

．Ｅ

．Ｌ

．Ｐ

！

月
　
　
日

¨
‐０
月
２０
日
（土
）

場
　
　
所

¨
法
政
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
社
会
学

部
棟
裏

参
加
者
数

¨
６
人

実
施
内
容

一
環
境
活
動
の
一環
と
し
て
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス
の
里
山
保
全
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
「ふ
る
さ
と
清
掃
運
動

会
」
に
あ
わ
せ
て
下
草
刈
り
を
実
施
し

ま
し
た
。
一学
一山
運
動
で
助
成
し
て
い

た
だ
い
た
カ
マ
を
使
っ
て
、
斜
面
の
笹
な

ど
を
刈
り
取
り
ま
し
た
。

高
尾
の
森
ク
リ
ー
ン
ア
ツ
プ
作
戦

主
　
　
催

¨
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽
の
会

月
　
　
日

¨
‐１
月
‐１
日
（日
）

場
　
　
所

¨
東
京
都

・
八
王
子
市

参
加
者
数

¨
１４
人

実
施
内
容

¨
‐０
月
２７
日
予
定
の
作
戦
で
し
た
が
、
台

風
２０
号
の
た
め
こ
の
日
に
実
施
し
ま
し

た
。
高
尾
山
北
側
の
林
道
や
沢
筋
に

は
大
量
の
建
築
廃
棄
物
が
不
法
投
棄

さ
れ
、
ガ
ラ
ス
袋
８
個
分
を
回
収
し
ま

し
た
。
廃
棄
物
の
処
分
は
、
八
王
子
市

に
相
談
し
ま
す
。
清
掃
中
、
オ
オ
タ
カ

が
ネ
ズ
ミ
か
兎
を
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
し
て

飛
び
去
る
の
を
目
撃
、
都
内
で
そ
の
よ

う
な
自
然
の
営
み
を
観
察
で
き
た
こ

と
に
感
動
し
ま
し
た
。

月
　
　
日

場

　

所

参
加
者
数

実
施
内
容

8
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生
口

口

Ⅸ

キ
キ

■
〃
一

舌
ニ活

体
験
！
高
尾
の
森
づ
く
り

主
　
　
催

¨
早
稲
田
大
学
平
山
郁
夫
記
念
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

協
　
　
力

¨
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
づ
く
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム

月
　
　
日

一
‐０
月
２８
日
（日
）

場
　
　
所

¨
東
京
都

・
八
王
子
市
、
裏
高
尾

参
加
者
数

一
１
０
５
人

（大
人
４
８
人
、
子
ど
も
５７

人
）

実
施
内
容

一
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
に
も
呼
び
か
け
木

下
沢
林
道
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
間
伐

材
で
作
っ
た
杭
で
階
段
を
作
っ
た
り
、

倒
木
を
整
理
し
て
道
作
り
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
八
王
子
在
住
の
子
ど
も

た
ち
と
「
自
然
観
察
ビ
ン
ゴ
」
を
使
っ

て
散
策
、
竹
で
箸
を
作
り
ま
し
た
。

池
袋
本
町
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

主
　
　
催

¨
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
京
連
盟

豊
島
‐４
団

月
　
　
日

一
‐０
月
２８
日
（日
）

場
　
　
所

¨
東
京
都

・
豊
島
区
、
池
袋
本
町

参
加
者
数

¨
‐８
人

実
施
内
容

¨
池
袋
本
町
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
会
場
の
清

掃
や
自
転
車
の
整
理
な
ど
奉
仕
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
商
店
街
の
人
た
ち
か

ら
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
日
の
森
清
掃

主
　
　
催

一
お
日
の
森
く
ら
ぶ

月
　
　
日

¨
‐０
月
２８
日
（日
）

場
　
　
所

¨
東
京
都
八

王
子
市
西
浅
川
山
林
（通

称
。お
日
の
森
）

参
加
者
数

¨
２１
人

実
施
内
容

¨
林
内
に
は
モ
ミ
の
大
木
が
多
く
、
「
ア

カ
ハ
ツ
」
と
呼
ば
れ
る
キ
ノ
コ
が
出
て
い

ま
し
た
。
清
掃
活
動
し
な
が
ら
ア
カ
ハ

ツ
も
採
取
し
ま
し
た
。
沢
に
捨
て
ら
れ

て
い
た
ス
ク
ー
タ
ー
も
引
き
上
げ
ま
し

た
。
前
日
の
雨
で
斜
面
も
滑
り
や
す

く
、
担
当
し
た
６
名
は
泥
だ
ら
け
と
な

り
ま
し
た
。
缶
類
と
可
燃
ゴ
ミ
は
山
林

組
合
の
方
に
お
願
い
し
て
処
分
し
て
い

た
だ
き
ま
す
が
、
引
き
上
げ
た
ス
ク
ー

タ
ー
の
処
理
に
頭
が
痛
い
で
す
。
清
掃

活
動
後
、
味
噌
汁
を
作
っ
て
清
掃
の
ご

褒
美
と
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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白
金
高
輪
ク
リ
ー
ン
作
戦

主
　
　
催

¨
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
京
連
盟

港
‐６
団

月
　
　
日

¨
‐０
月
２８
日
（日
）

場
　
　
所

¨
東
京
都
・港
区
高
輪
、
魚
藍
坂
下
周
辺

参
加
者
数

一
１８
人

実
施
内
容

¨
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
（小
３
～
小
５
）
の
３
組

が
、
そ
れ
ぞ
れ
「も
え
る
」
「も
え
な
い
」

用
の
ゴ
ミ
袋
を
持
ち
、
バ
ザ
ー
会
場
周

辺
の
白
金
高
輪
駅
周
辺
か
ら
魚
藍
坂

下
一帯
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
た

ば
こ
の
吸
殻
や
空
き
缶
、
び
ん
、
紙
類

な
ど
を
回
収
し
ま
し
た
。

山
下
公
園
海
底
清
掃
大
作
戦

「掘
割
川
の
日
」
美
化
推
進
作
業

主

　

催

月
　
　
日

場
　
　
所

参
加
者
数

実
施
内
容

海
を
つ
く
る
会

‐。
月
２１
日
（日
）

横
浜
市

・
山
下
公
園

３
８
０
人

陸
上
、
海
面
、
海
底
を
３
班
構
成
で
清

掃
、
今
年
で
２７
年
を
迎
え
る
。
ゴ
ミ
回

収
量
は
、
１
、
５
ト
ン
。

掘
割
川
魅
力
作
り
実
行
委
員
会

‐０
月
２４
日
（水
）

横
浜
市

。
磯
子
区

‐５
人

磯
子
区
役
所
、
磯
子
土
木
事
務
所
の

協
力
を
得
て
天
神
橋
か
ら
河
口
よ
り

の
ゴ
ミ
回
収
と
雑
草
の
除
草
、
刈
り

込
み
を
行
い
ま
し
た
。
不
法
投
棄
さ
れ

た
タ
イ
ヤ
チ
ェ
！
ン
や
木
材
な
ど
も
あ

り
ま
し
た
。
現
場
は
車
道
に
面
し
て
い

る
こ
と
か
ら
信
号
待
ち
の
車
か
ら
見
て

い
る
人
も
い
て
、
今
後
も
継
続
的
に
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

主

　

催

月
　
　
日

場
　
　
所

参
加
者
数

実
施
内
容

Ｌ
い
Ｐ

し

■
■

i
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「 コ

口

Ⅸ
↓
キ

喘
〃

雷
〓

活

ふ
る
さ
と
に
貢
献
―
ク
リ
ー
ン
作
戦

主
　
　
催

¨
ホ
ン
ダ
ク
リ
オ
富
士
（株
）

月
　
　
日

¨
‐０
月
２２
日
（月
）

場
　
　
所

¨
静
岡
県
。富
士
市
、
富
士
川
緑
地
公
園

参
加
者
数

¨
１３
人

実
施
内
容

¨
雲
一つ
な
い
青
空
の
下
、
富
士
川
緑
地

公
園
で
１３
名
で
清
掃
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
で
約
２
台
、

７０
２

ゴ
ミ
袋
で
７０
袋
の
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し

た
。
国
道
の
橋
脚
の
下
に
は
吸
殻
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
空
き
缶
、
コ
ン
ビ
ニ
袋
な

ど
、
ポ
イ
捨
て
し
や
す
い
ゴ
ミ
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。
河
原
に
は
台
風
で
流

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が

じ
ゅ
う
た
ん
と
見
紛
う
ば
か
り
に
散

乱
、
拾
っ
た
後
は
周
囲
の
景
色
が
一変

し
た
ほ
ど
で
し
た
。
子
供
の
背
丈
ほ
ど

の
雑
草
の
中
に
は
、
壊
れ
た
家
具
や
流

し
台
、
車
の
廃
油
、
衣
類
、
雑
誌
な
ど

が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｃ
戦
隊
ゴ
ミ
レ
ン
ジ
ヤ
ー

主
　
　
催

一
社
団
法
人
甲
府
青
年
会
議
所

月
　
　
日

¨
‐０
月
２８
日
（日
）

場
　
　
所

¨
山
梨
県

・
甲
府
市
堀
之
内
公
園

参
加
者
数

一
３２
人

実
施
内
容

¨
甲
府
青
年
会
議
所
１５
人
、
甲
府
市
公

園
緑
地
課
７
人
、
近
隣
自
治
会
か
ら

‐０
人
が
参
加
し
て
堀
之
内
南
公
園
の

ベ
ン
チ
補
修
お
よ
び
公
園
内
の
ゴ
ミ
清

掃
を
行
な
い
ま
し
た
。
ゴ
ミ
レ
ン
ジ
ャ
ー

と
一緒
に
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
く
ゴ
ミ

拾
い
に
参
加
し
ま
し
た
。
甲
府
青
年
会

議
所
は
空
き
缶
を
集
め
て
車
椅
子
を

購
入
す
る
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
清
掃
運
動
会
、清
掃
登
山

主
　
　
催

¨
ヒ
コ
ー
キ
雲

月
　
　
日

一
‐０
月
２１
日
（日
）

場
　
　
所

¨
山
梨
県

。
三
つ
峠

参
加
者
数

一
４
人

実
施
内
容

一
各
人
が
ポ
リ
袋
を
持
っ
て
登
山
道
に

落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
類
を
拾
い
な
が
ら
歩

き
ま
し
た
。
ゴ
ミ
は
、
ビ
ニ
ー
ル
、
包
み

紙
、
コ
ー
ヒ
ー
缶
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
な
ど

で
、
丁
シ
ャ
ツ
や
土
に
埋
も
れ
た
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
も
回
収
し
ま
し
た
。
思
っ
た

よ
リ
ゴ
ミ
は
少
く
、
登
山
者
の
マ
ナ
ー

は
ま
ず
ま
ず
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
？
今
後
も
ゴ
ミ
拾
い
を
心
掛
け
る
こ

と
を
誓
い
合
い
、
下
山
し
ま
し
た
。
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富
士
山
エ
コ
ピ
ク
ニ
ツ
ク

主
　
　
催

¨
あ
い
お
い
損
害
保
険
（株
）東
京
支
部

月
　
　
日

¨
‐０
月
６
日
（土
）

場
　
　
所

¨
静
岡
県

。
富
士
山
こ
ど
も
の
国
周
辺
道
路
沿
い

月
　
　
日

一
‐０
月
２０
日
（土
）

場
　
　
所

¨
山
梨
県

。
西
湖
野
鳥
の
森
公
園
周
辺

参
加
者
数

¨
３
０
０
人

実
施
内
容

¨
静
岡
県
と
山
梨
県
を
２
回
に
分
け
、
約
３
０
０
人
で
清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
な
ど
の
ほ
か
、
自
動
車
の
バ
ン

パ
ー
や
マ
フ
ラ
ー
、
家
電
製
品
な
ど
が
投
棄
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
富
士
山

清
掃
活
動
も
今
年
で
３
回
日
、
延
べ
１
２
０
０
名
の
参
加
者
と
な
り

ま
し
た
。
雨
の
中
の
清
掃
活
動
も
あ
り
ま
し
た
が
毎
回
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

富
士
山
ク
ラ
ブ
の
指
導
で
こ
れ
ま
で
事
故
も
な
く
清
掃
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
地
域
で
で
き
る
エ
コ
！

Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ウ
オ
ー
ク
刈
谷

主
　
　
催

¨
株
式
会
社
デ
ン
ツ
ー
・Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ウ
ォ
ー
ク
運
営
事
務
局

後
　
　
援

¨
刈
谷
市
、
刈
谷
市
教
育
委
員
会

協
　
　
力

¨
グ
リ
ー
ン
マ
ッ
プ
愛
知
、
社
会
福
祉
法
人
く
る
み
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ

デ
ザ
イ
ン
市
民
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
刈
谷
市
立
小
高
原
小
学
校
、
刈
谷

市
立
住
吉
小
学
校
、
桜
自
治
会
、
重
原
自
治
会
、
高
津
波
自
治
会
、

小
山
自
治
会
、
元
刈
谷
自
治
会
、
刈
谷
東
部
自
治
会
、
愛
知
淑
徳
大

学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
愛
知
淑
徳
大
学
祭
実

行
委
員
会
。

月
　
　
日

一
‐０
月
２８
日
（日
）

場
　
　
所

¨
愛
知
県
刈
谷
市
、
Ｊ
Ｒ
刈
谷
駅
周
辺

ノミ、

ミ
ｔ
ヽ
ヽ
ミ
ヽ

参
加
者
数

実
施
内
容

２
９
９
人
（※
９
８
０
人
）

地
域
の
み
な
さ
ん
と
刈

谷
の
ま
ち
の
清
掃
＆
グ

リ
ー
ン
マ
ッ
プ
作
り
＆
小

学
校
の
花
壇
作
り
２
５

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
取

組
み
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー

プ
は
清
掃
し
な
が
ら
小

学
校
に
花
を
植
え
、ゴ
ー

ル
で
マ
ッ
プ
を
合
わ
せ
て

大
き
な
グ
リ
ー
ン
マ
ッ
プ

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
そ

の
他
、
安
城
、
幸
田
、
大

安
、
愛
知
池
で
も
行
い
、

参
加
者
は
９
８
０
人
と

な
り
ま
し
た
。
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「 コ

口

Ⅸ
↓
キ

名
川
リ

舌
島活

昆
虫
を
呼
び
ギ
ノ
コ
も
栽
培
す
る
！

ク
ヌ
ギ
の
巻
き
枯
ら
し

ン
ロ
、
軽
自
動
車

の

バ
ン
パ
ー
の
か
け
ら
、

オ
イ
ル
缶
、
壊
れ
た
コ

ン
テ
ナ
、
浮
き
、
注
射

器
、
ロ
ー
プ
、
ゴ
ザ
、
壊

れ
た
ゴ
ミ
箱
、
お
札
、

タ
イ
ヤ
、
お
も
ち
ゃ
の

バ
ケ
ツ
、
靴
な
ど
が

散
乱
し
て
い
ま
し
た
。

２
３
０
ｋｇ
の
ゴ
ミ
を

回
収
後
、
ア
ウ
ト
ド

ア
タ
レ
ン
ト
・鉄
崎
幹

人
さ
ん
の
歌
と
環
境

ト
ー
ク
「
西
の
浜
ふ
れ

あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

行
い
ま
し
た
。

主
　
　
催

月
　
　
日

場

　

所

参
加
者
数

実
施
内
容

長
野
大
学
「恵
み
の
森
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

‐０
月
２０
日
（土
）

長
野
県

・
上
田
市
、
長
野
大
学
敷
地
内

２７
人

森
林
の
新
た
な
価
値
創
出
と
復
元
を
目
的
に
今
年
４
月
、
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
、
地
域
住
民
と
の
協
同
で
進
め
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
薪
炭
林
や
農
用
林
と
し
て
の
利
用
価
値
を
失
っ
た
ク
ヌ
ギ
林
で
、

樹
皮
を
一部
を
環
状
に
剥
が
し
て
樹
木
を
枯
ら
す
「巻
き
枯
ら
し
」
を

行
い
、
そ
の
上
部
に
キ
ノ
コ
菌
を
打
ち
込
み
ま
し
た
。
こ
の
作
業
に
よ
っ

て
ク
ワ
ガ
タ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
の
昆
虫
が
集
ま
り
、
キ
ノ
コ
の
栽
培

も
期
待
で
き
ま
す
。
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西
の
浜
ク
リ
ー
ン
ア
ツ
プ
活
動

主
　
　
催

¨
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
亀
の
子
隊

後
　
　
援

¨
三
河
港
湾
事
務
所
、
豊
橋
河
川
事
務
所
の
「川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
」
と
連
動

月
　
　
日

一
‐０
月
２１
日
（日
）

場
　
　
所

¨
愛
知
県

。
渥
美
半
島
西
の
浜

参
加
者
数

¨
４８
人

実
施
内
容

¨
西
の
浜
海
岸
の
清
掃
。
浜
に
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
錆
び
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ

・
′

ニ

イ

・

―

~

―

-員冒譴議鬱



日
本
一き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

王ヽ
　
　
催

二
家
族
一ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
、
多
治
見
を
美
し
く

す
る
市
民
の
会
、
か
が
や
き
世
代
の
会
・多
治
見

協
　
　
力

一
（株
）藤
本
組
、
（株
）市
川
工
務
店
、
（株
）吉
川
組
、

（株
）コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
タ
ク
シ
ー
、サ
ン
ガ
ー
デ
ン
エ
ク

ス
テ
リ
ア
、東
濃
信
用
金
庫
、
（特
）鎮
守
の
森
、虎

渓
山
町
の
自
然
が
好
き
な
会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
エ
ア

ネ
ッ
ト
・多
治
見
、多
治
見
青
年
会
議
所

後
　
　
援

一多
治
見
市
、
国
土
交
通
省
、
多
治
見
砂
防
国
道

事
務
所

月
　
　
日

一
‐０
月
２１
日
（日
）

場
　
　
所

¨
岐
阜
県
・多
治
見
駅
周
辺
と
国
道
１９
号
線
歩
道

参
加
者
数

¨
１
７
０
人

実
施
内
容

¨
「
日
本
一き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
子

供
た
ち
に
「美
し
い
ふ
る
さ
と
」
を
残
す
た
め
、
多

く
の
市
民
の
力
を
結
集
し
、
以
前
の
よ
う
な
活
気

溢
れ
る
「多
治
見
の
再
生
」
を
図
ろ
う
と
活
動
、

ゴ
ミ
ー
７
８
袋
分
を
回
収
し
ま
し
た
。

親
子
カ
メ
ー
体
験
と
ゴ
ミ
拾
い

主
　
　
催

一
津
幡
の
水
辺
を
守
る
会

月
　
　
日

¨
７
月
２２
日
（日
）

場
　
　
所

一
石
川
県

・
か
ほ
く
市

参
加
者
数

一
４０
人

実
施
内
容

¨
い
し
か
わ
水
辺
再
生
研
究
会
と
金
沢

市
カ
ヌ
ー
協
会
の
協
力
で
、
子
ど
も
２０

人
、
大
人
２
０
人
が
大
崎
水
辺
公
園

周
辺
で
ゴ
ミ
拾
い
の
あ
と
、
カ
ヌ
ー
体

験
し
ま
し
た
。

※
９
月
３０
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、

天
候
不
順
で
中
止
の
た
め
前
回
の
活

動
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

‐t―
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活動報 紹 ▲
介

ふ
る
さ
と
清
掃
運
動
会
ｉｎ
御
山

主
　
　
催

¨
御
山
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
通
り
実
行
委
員
会

月
　
　
日

¨
‐０
月
２３
日
（火
）

場
　
　
所

¨
石
川
県

・
金
沢
市
、
御
山
通
り

参
加
者
数

¨
７０
人

実
施
内
容

¨
金
沢
市
の
北
陸
学
院
高
の
生
徒
ら
が

同
校
以
外
に
金
沢
商
高
の
生
徒
や
地

域
住
民
、
認
知
症
の
施
設
な
ど
に
呼

び
か
け
、
同
校
周
辺
の
ゴ
ミ
を
拾
い
集

め
ま
し
た
。
参
加
し
た
高
校
生
は
「
こ

れ
を
機
会
に
地
域
の
人
た
ち
と
交
流

を
深
め
た
い
」
。
実
行
委
員
会
代
表
は

「
清
掃
活
動
を
き
っ
か
け
に
、
い
つ
で

も
挨
拶
を
交
わ
せ
る
よ
う
な
地
域
に

し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

※
‐０
月
２４
日
付
毎
日
新
聞
に
も
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゴ
ミ
ン
ゴ
・ゴ
ミ
拾
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

‐０
月
２７
日
（土
）

大
阪
府
・藤
井
寺
、
大
和
川
水
系
石
川

１３
人

石
川
に
架
か
る
玉
手
橋
付
近
で
毎
月

ご
み
拾
い
。
レ
ジ
袋
や
お
菓
子
の
袋
な

ど
が
主
で
す
が
、
タ
イ
ヤ
や
注
射
器
、

消
火
器
も
廃
棄
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
野
菜
や
肥
料
の
袋
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
用
の
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
が
上
流
か
ら
流

れ
つ
い
て
い
ま
し
た
。
雨
の
中
で
の
活

動
で
し
た
が
、
い
つ
も
よ
り
精
力
的
に

活
動
し
ま
し
た
。
今
後
も
続
け
て
い
き

ま
す
。

Ｍ

Ｏ

Ｎ

Ｓ

Ｔ

Ｅ

Ｒ

　

Ｃ

Ｒ

Ｅ

Ａ

Ｎ

～
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ぴ
か
ぴ
か
運
動
～

主
　
　
催

一
総
合
学
園
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

大
阪
校

月
　
　
日

一
‐０
月
３０
日
（火
）

場
　
　
所

一
大
阪
市

・
御
堂
筋

参
加
者
数

¨
２
０
０
人

実

施

内

容

¨

Ｍ

Ｏ

丁

丁

Ａ

Ｉ

Ｎ

Ａ

Ｉ

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

の

協
力
を
得
て
、
環
境
問
題
を
学
園
祭

の
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
学
校
周
辺
の

御
堂
筋
の
清
掃
活
動
を
実
施
、
ゴ
ミ

袋
で
２
０
袋
を
回
収
し
ま
し
た
。
配
布

ビ
ラ
や
空
き
缶
な
ど
の
ほ
か
、
御
堂
筋

は
路
上
禁
煙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
タ
バ

コ
の
吸
殻
が
多
く
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
１
時
間
程
度
の
活
動
で
し
た
が
、

笑
顔
で
取
り
組
む
姿
が
印
象
的
で
し

た
。

コ

※写真提供 :毎日新聞北陸総局・栗原伸夫記者

ゴ
ミ
ン
ゴ
☆
石
川

王ヽ

　

催

月
　
　
日

場
　
　
所

参
加
者
数

実
施
内
容

勉
ミヽ

=:[以

「

:

じ
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ふ
る
さ
と
清
掃
運
動
会
ｉｎ
保
津
川

主
　
　
催

¨
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
保
津
川
、
亀
岡
市

月
　
　
日

¨
‐０
月
２０
日
（土
）

場
　
　
所

一
京
都
府

・
亀
岡
市
、
保
津
川
（桂
川
）

参
加
者
数

一
１
２
０
人

実
施
内
容

¨
鴨
川
と
並
び
京
都
を
代
表
す
る
保
津
川
。
午
前
７
時
開
会
に
も
関
わ
ら
ず
亀
岡
市
の
ほ
か
京
都
市
、
八
幡
市
、
兵

庫
県
・西
宮
市
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
清
掃
活
動
は
３
箇
所
に
分
か
れ
て
実
施
、
約
３
ト
ン
の

ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
レ
ジ
袋
、
肥
料
袋
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
ゴ
ミ
、
花
火
、
タ
バ
コ
の
吸
殻
な
ど
の
ほ

か
廃
タ
イ
ヤ
や
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
バ
イ
ク
、
家
具
な
ど
が
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一般
市
民
が
活
動
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
市
民
の
意
識
が
変
わ
り
、
保
津
川
環
境
が
守
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
定
例
清
掃
会
や
「保
津
川

ご
み
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
て
問
題
解
決
に
あ
た
り
た
い
。
※
‐０
月
２１
日
付
京
都
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

まず。自分のまわりから
変えてみましょう。
三 貞 治 ふるさと清掃運動会実行委員長

10月 20日 (土 )7:00～ 10:00
京都府亀岡市 保津川流域一帯

集合場所。駐車場 保津大橋河川敷駐車場
参加費無料 動きやすい服装でお越しください

ふ
る
さ
と
清
掃
運
動
会

ｉｎ
保

曲 幽

餡
URL: htp://horu9awa.oq/
E-mail: lnb@hozogawa.ots

ノ%ζ
清らかな流れを、次の世代ヘ

プロジェクト保津川
http:′ ′hOZu9awa or9 り]I
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活動報告

い
き
い
き
八
尾

環
境
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
２
０
０
７

高
安
山
お
と
越
街
道
整
備
活
動

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
‥

キ
ツ
ズ
植
林
プ

ロ
ジ
エ
ク
ト

主
　
　
催

一
京
都
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
会

月
　
　
日

一
‐０
月
‐３
日
（土
）

場
　
　
所

¨
京
都
市

。
梅
小
路
公
園

参
加
者
数

¨
１
０
０
人

実
施
内
容

一
梅
小
路
の
子
ど
も
会
を
中
心
に
イ
ロ
ハ

モ
ミ
ジ
な
ど
‐０
本
を
梅
小
路
公
園
に

植
林
し
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
清
掃
活
動

主
　
　
催

一
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
を
愛
す

る
会

月

　

　

日

¨
‐０

月

‐４

日

（
日

）
、

‐０

月

２１

日

（
日

）

場
　
　
所

一
広
島
県
。国
立
公
園
後
山
を
含
む
グ

リ
ー
ン
ラ
イ
ン
沿
線

参
加
者
数

¨
４８
人

実
施
内
容

¨
１４
日
は
会
員
中
心
、

２１
日
は
地
元
の

中
学
生
と
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

両
日
と
も
清
掃
活
動
に
は
う
っ
て
つ
け

の
良
い
天
気
で
し
た
。
公
園
内
と
県
道

２
５
１
号
線
沿
い
の
ゴ
ミ
拾
い
と
公
衆

ト
イ
レ
の
清
掃

を
行
な
い
ま
し

た
。
参
加
し
た

中
学
生
は
、
「ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は

自
分
の
た
め
に

や
る
ん
だ
よ
、

と
聞
い
て
励
み

に
な

っ
た
。
活

動
を
通
じ
て
人

間
と
し
て
成
長

し
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

主

　

催

共
　
　
催

月
　
　
日

場
　
　
所

参
加
者
数

実
施
内
容

環
境
ア
ニ
メ
イ
テ
ッ
ド
や
お

大
阪
経
済
法
科
大
学
、
八
尾
市

‐０
月
２０
日
（土
）

大
阪
府
人

尾
市
大
窪
、
神
立
地
区

３０
人

高
安
山
を
越
え
、
大
阪
か
ら
奈
良
ヘ

抜
け
る
古
道
が
途
絶
し
て
い
る
の

を
数
年
か
け
て
整
備
し
よ
う
と
い

う
計
画
。
準
備
日
を
１
日
設
け
て

当
日
、
本
格
的

作
業
を
行
い
ま

し
た
。
悪
天
候

の
中
、
ブ
ツ
シ
ュ

を
払

い
、
崩

れ

た
道
を
途
中
ま

で
修
復
し
ま
し

た
。
ま
た
、
作
業

の
前
後
に
周
辺

の
ゴ
ミ
清
掃
を

行
な
い
、
空
き

缶
や
空
き
瓶
、

単
車
の
部
品
な

ど
を
回
収
し
ま

し
た
。
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富士急行は富士山を中心に

環境への取り組みを

進めています
基本理念

富士急行株式会社は「富士を世界に拓く」を経営理念として、日本一

の「富士山」の周辺地域を中心として、その豊かな自然環境を世界に親しまれ
るものとすべく様々な事業活動を展開して参りました。その中で、富士山周辺の恵まれた自然

環境こそ、後々まで保全すべき国民の財産であるとの認識のもと、環境保全活動に積極的に

取り組んで参りました。今後とも、「自然環境保全のために積極的に行動する富士急行」をス

ローガンに、全社的規模で具体的な取り組みを地道にかつ継続的に展開し、富士山を中心と

した地域社会の環境保全及び全地球的規模での環境保全に積極的に貢献して参ります。

αⅨ瀬R

・  て,

題木卜昌士是行

島当歯 L

環境に優しい CNGバス の導入を進めています。

エコステーションの設置

横〕フトC)1直樹を行つています。

ビ

若手社員による 富士山清掃登山 を毎年実施しています。

■

【|



紹 ▲
介

生

口
口
Ⅸ

キ
千

喘
〃

壬
〓

活

武
田
山
名
水
周
辺
清
掃
活
動

主
　
　
催

一
広
島
経
済
大
学
　
興
動
館

後
援
協
賛

¨
ケ
ニ
ア
大
使
館
、
日
本
ケ
ニ
ア
友
好
協

会
広
島
支
部

月
　
　
日

¨
‐０
月
２７
（土
）

場
　
　
所

¨
広
島
県

。
広
島
市

参
加
者
数

一
３０
人

実
施
内
容

一
広
島
経
済
大
興
動
館
か
ら
武
田
山
中

腹
に
あ
る
名
水
水
源
ま
で
約
５
キ
ロ

を
ゴ
ミ
拾
い
。
水
源
の
大
町
観
音
水
で

ケ
ニ
ア
茶
を
楽
し
み
ま
し
た
。
同
日
の

「
ケ
ニ
ア
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
で
は
大
使
館
の
参

事
官
ら
と
音
楽
や
報
告
会
を
行
い
、グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
運
動
へ
の
募
金
箱
も
設

置
し
ま
し
た
。

集
落
の
美
化
運
動

主
　
　
催

¨
井
上
川
西
さ
り
げ
な
く
ら
ぶ

月
　
　
日

¨
‐０
月
‐４
日
（日
）

場
　
　
所

¨
香
川
県

・
木
田
郡
、
井
上
川
西
集
落

地
域

参
加
者
数

¨
３
２
人

実
施
内
容

¨
集
落
地
域
の
河
川
、
農
道
の
草
刈
り

や
空
き
缶
拾
い
、
用
水
路
の
保
全
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
ｌ
Ｎ
Ａ
Ｉ

キ
ツ
ズ
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

主
　
　
催

月
　
　
日

場
　
　
所

参
加
者
数

実
施
内
容

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ど
ん
ぐ
リ
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク

‐０
月
８
日
（月
）

香
川
県

・
高
松
市
ド
ン
グ
リ
ラ
ン
ド

ー
０
０
人

東
上
田
子
ど
も
会
を
中
心
に
ク
リ
、
ク

ワ
な
ど
５０
本
を
ド
ン
グ
リ
ラ
ン
ド
竹
林

跡
地
に
植
林
し
ま
し
た
。

３
■
Ｊ
Ц

Ｎ『「
Ｌ
Ｉ

ヽ(

丼欄
）澤
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エ
コ
ジ
ヤ
ン
プ

主
　
　
催

月
　
　
日

場
　
　
所

参
加
者
数

実
施
内
容

四
国
青
年
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
　
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ

‐０
月
２８
日
（日
）

愛
媛
県

・
愛
媛
大
学
農
学
部
周
辺

３５
人

環
境
団
体
お
よ
び
サ
ー
ク
ル
と
学
生

有
志
が
愛
媛
大
学
農
学
部
近
く
の
石

手
川
沿
い
の
緑
地
公
園
で
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、ビ
ニ
ー
ル
袋
、タ
バ
コ
の
吸
殻
、ガ
ソ
リ

ン
タ
ン
ク
、プ
ラ
イ
ン
ド
、
扇
風
機
な
ど

２
５
３
７
ｋｇ
を
回
収
し
た
後
、ゴ
ミ
と

と
も
に
一斉
に
ジ
ャ
ン
プ
し
、拾
っ
た
ゴ
ミ

の
重
量
と
参
加
者
の
重
量
分
だ
け
地

球
を
軽
く
し
よ
う
と
試
み
ま
し
た
。

芦
屋
海
岸
ク
リ
ー
ン
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン

主
　
　
催

¨
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
賀
川
流
域
住
民
の
会

月
　
　
日

¨
９
月
２３
日
（日
）

場
　
　
所

一
福
岡
県

。
遠
賀
郡

参
加
者
数

一
５
０
０
人

実
施
内
容

¨
遠
賀
川
の
上
流
、
中
流
の
住
民
が
、
上

流
か
ら
流
れ
出
た
ゴ
ミ
を
回
収
し
よ

う
と
呼
び
か
け
、
下
流
の
芦
屋
海
岸

一

帯
を
清
掃
。
上
流
の
住
民
は
バ
ス
２
台

で
参
加
、
北
九
州
共
立
大
学
も
バ
ス
で

参
加
し
ま
し
た
。
地
元
芦
屋
町
長
が
あ

い
さ
つ
、
４
班
に
分
か
れ
て
清
掃
し
た

後
、
参
加
者
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

天
山
登
山
道
整
備

「水
た
ま
り
を
な
く
そ
う
」

主
　

　

催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ

イ
ド
ク
ラ
ブ
、
天
山
の
自
然
を
守
る
会

９
月
３０
日
（日
）

佐
賀
県

・
天
山

５０
人

天
山
の
登
山
道
に
石
を
引
い
て
水
た

ま
り
を
な
く
す
な
ど
、
登
山
動
の
整

備
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

遠賀川流域住民の会ホームページより

= "準 月
　
　
日

場
　
　
所

参
加
者
数

実
施
内
容

V

■
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活動報告

濡 稀 運 動

紹 ▲
介

ご
み
清
掃
、

ま
ず
は
足
元
か
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
！

主
　
　
催

¨
沖
縄
大
学
　
地
域
貢
献
室

月
　
　
日

¨
‐０
月
２５
日
（木
）

場
　
　
所

一
沖
縄
県

・
沖
縄
大
学
周
辺

参
加
者
数

¨
８
人

実
施
内
容

¨
地
域
住
民
や
学
校
に
呼
び
か
け
た

と
こ
ろ
、
夕
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
ク
ラ
ブ
ク
と

多
地
球
市
民
ク
ラ
ブ
ク
の
２
団
体
が
、

名
乗
り
を
あ
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
付
近

の
飲
食
店
の
人
た
ち
や
通
行
人
に
声

か
け
を
し
な
が
ら
、
楽
し
い
雰
囲
気
で

清
掃
活
動
し
ま
し
た
。
声
を
か
け
て
れ

る
人
や
一緒
に
ご
み
を
拾
っ
て
く
れ
る

人
も
い
て
、
足
元
か
ら
の
活
動
が
や
が

て
広
が
っ
て
い
く
予
感
が
し
ま
し
た
。

ご
み
の
総
重
量
は
５
ｋｇ
、
缶
や
使
い
捨

て
容
器
、
レ
ジ
袋
な
ど
で
、
タ
バ
コ
の
吸

殻
が
多
か
っ
た
の
が
印
象
的
で
す
。

とャ ノゝ

べ あ ら シ

ふ
る
さ
と

守 れ ヽそ ら

地 球 環 境

マ る さ と
る｀ ウ

ふるさと清掃運動会

全国で 1万 6000人参加

:
:

1

肩
ひ
じ
張
ら
ず
環
境
保
全

地
球
温
暖
化
防
上
の
た

め
、
清
掃
や
植
樹
な
ど
身
近

な
活
動
を
呼
び
か
け
た

「第

１
回
ホ
る
さ
と
清
掃
運
動
会

～
環
境
ア
ク
シ
コ
ン
２
０
０

７
六
同
実
行
委
員
会
主
催
、

晨
林
水
産
省
、環
境
省
後
援
、

毎
日
新
間
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ

Ａ
Ｉ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

・
富
士

山
再
生
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
車
務

局
な
ど
協
力
）
が
先
月
”
～

２８
日
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。

プ
ロ
野
球

・
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
餞
壺
、
工
貞
治
さ
ん
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
富
士
山
ク
ラ
フ
理

事
長
の
奥
島
孝
菫
さ
ん
、
欧

手
の
加
暉
登
紀
子
さ
ん
、
ア

ル
ピ
ニ
ス
ト
の
野
口
腱
さ
ん

が
代
表
と
な

っ
て
全
国
の
大

学
や
企
業
、
Ｎ
Ｃ
Ｏ

・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど

に
参
加
を
呼
び
掛

け
、
北
海
道
か
ら
沖
純
ま
で

計
５３
団
体
、
１
万
０^
０
０
０

人
が
参
加
し
た
。

２８
日
は
▽
体
験
！
高
尾
の

森
づ
く
り

（東
京
都
八
王
子

市
）
▽
み
の
か
も
環
境
フ
ェ

ア

（筵
阜
県
壁

口
柄愕

市̈
）

▽
極
褥
川
清
掃
活
動

（石
川

県
七
尾
市
）
な
ど
Ｈ
力
所
で

∞
日
に
は
総
合
学
国
ヒ
ュ
申

―
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
大
阪
校
ゆ

が

「ぴ
か
び
か
運
動
」
を
行
中

う
な
ど
、
メ
ー
ン
の
期
間
終
申

了
後
も
今
月
１０
日
ま
で
、
愛
い

知
県
や
二
重
県
な
ど
で
活
動
［

は
続
い
■

奥
口
理
事
長
は
”

「雇
ひ
じ
張
ら
ず
、
楽
し
い
や

秋
の
運
動
会
を
イ
メ
ー
ジ
し
『

た
。
こ
う
し
た
環
境
保
全
の
中

λ

需
理

卜
に
掲
載
し
て
い
る
。

と
“

す
。

∩
旧
）
ピ」．

活
動
を
息
長
く
続
け
た
い
」

ｏ
ヽ
　

　

　

【真
田
和
義
】

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

こ
意
見

・
情
報
は
０３

・
３
２
１
５

・
３
１
２
３

（
フ

ァ
ク
ス
）、
オ
”
●
ア
ヽ
ｏ
◎
ヨ
σ
卜
５

，
ユ
ｏ
〓
〓
ｏ
ｏ
」
も
へ
。

個人募金者名 :狩野炎立 (2口 )、 真田和義、西川治、
(敬称略)   クオリティー・コンサルティング、舞の海カンパニー
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富
士
山
麓
清
掃
活
動

主
　
　
催

月
　
　
日

場
　
　
所

参
加
者
数

実
施
内
容

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
富
士
山
ク
ラ
ブ

‐０
月
２８
日
（日
）

山
梨
県

・
本
栖
湖
周
辺

１
３
４
人

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
富
士
山
ク
ラ
ブ
の
定
例
清
掃
と
共
催
。
富
士
山
大
好

き
―
百
人
の
会
の
奥
島
理
事
長
や
野
口
健
さ
ん
、
造
形
作
家
の
狩
野

さ
ん
ら
に
加
え
ガ
チ
ャ
ピ
ン
、
ム
ッ
ク
も
参
加
、
ふ
る
さ
と
清
掃
運
動
会

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
ふ
さ
わ
し
い
派
手
な
清
掃
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
ゴ

ミ
回
収
量
は
ト
ラ
ッ
ク
に
２
台
半
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
自
家
用
車
も

発
見
し
ま
し
た
。
２
時
間
の
活
動
で
も
回
収
し
き
れ
な
い
ゴ
ミ
た
ち

に
、
「
ま
た

来

ま
す
」

と
別
れ
を

告
げ
ま
し

た
。

」
■
Ｆ
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ふるさとの山や川、海、街の環境を守るため、みんなでチームを作り

身近なところで楽しみながら、ごみ清掃や植樹をしましょう。

主催 :「 ふるさと清掃運動会」実行委員会

」コr=卜嘲EE踵だり0薔● は、ふるさと清掃運動会に協力 しております。

日

r.$6 * EXtf ri*J ltEtfrr.r*:rt"
Ififll E til

『ふるさと清掃還勲会』実行委員食事務局

〒105‐0013
東京椰港区浜松町2‐7・ 13浜松町バークビル2臓

NPO法人富士山クラブ肉

Te::03‐6403‐ 5765 Fax103‐5408‐ 1507
http:ノ/www.furuロョt●seiso.com

みなさんが全目、活饉
した内害を、実行姜員

会事務局にお知らせく
ださしヽ

ホームベージを通じて全

国にお知らせし、活鵬の

連 絡 先

( )期間 :10月 20 (土)～ 10月28

セブン‐イレゾンみどりの薔食 http:ノノwwlw.7midorLorg 伊



実行委員会機構

実行委員長〓王貞治

実行委員=奥島孝康、加藤登紀子、野口健、秋山英敏、り‖島攻、

亀山久雄、野口和、戸川隆、戸山智信、和田絃正、

真田和義、河田功、狭間真―郎、倉持博史、福自由花梨、

山本浩也

Qり)

第1回「ふるさと清掃運動会」～環境アクション2007～

まとめにかえて
9月 4日、環境省記者クラブで私たちは全国の市民、学生に

「ふるさと清掃運動会」を訴え、北海道から沖縄まで全国23都道

府県で環境アクションが取り組まれました。賛同団体は53団体。

4～ 5人のチームもあれば5000人を集めた団体など様々で、参

加者数は約16,000人にのぼりました。

2月 23日 (富士山の日)に発足した富士山大好き!百 人の会は、

「全国的な環境保護運動を展開しよう!」 と提起しました。5月 16日

に実行委員会を立ち上げ、以来11回 にわたって準備会議を重

ねて9月 4日、環境省で記者発表しました。

ソフトバンクの王監督をはじめ前早大総長の奥島さん、歌手

の加藤登紀子さん、アルピニストの野口健さんが呼びかけ人代

表となり、王監督には実行委員長も引き受けていただきました。

記者会見翌日にホームページ「http://furusatoseiso£ om」 を

立ち上げ、ヤフーの協力で「ワイワイマップ」と「プチボラしよう」に

もアップされました。セブン_イ レブンみどりの基金は、募金ポスター

の半分のスペースを今企画のPRとし、全国の店舗に2週間張り

だしていただきました。また、毎日新聞の全国版に掲載されたこと

もあって、この運動は全国に知られるようになりました。

若い発想と毎日新聞富士山再生キャンペーンの協力で、今プ

ロジェクトのキャラクター「ふるさとん」7バージョンが誕生しまし

た。(今回は時間的に困難だったためグッズの制作まで届きませ

んでしたが、第2回 日からは準備を整え、大いに活用したいと考

えています)。

運動の広がりの中で環境省と農林水産省が後援名義を許

可。東芝ソリューション(株)と富士急行 (株 )に協賛社となってい

ただき、フジテレビ(株)の協力を得たことも大きな力となりました。

活動内容は、清掃活動を中心に植林、間伐、遊歩道整備、河

川や農道の草刈り、カヌー愛好者による水上からのゴミ拾い、駅

前で放置自転車を片付けた後の清掃活動、清掃活動後に湧水

で紅茶を飲む会など内容豊富でした。また、海上、海底清掃大

作戦を行なった団体や長野大学の「巻き枯らし」など、ふるさと清

掃運動会の名にふさわしい楽しいユニークな企画で取り組まれ

ました。

これまで定期的に環境保護運動に取り組んでいる団体が呼

びかけに賛同してくれたものが多い中、東京の日本ボーイスカウ

ト連盟は、「ふるさと清掃運動会」のノボリや横断幕を独自に作成

し、運動を盛り上げました。「ふるさとん」を何枚もプリントして記念

撮影し、賛同の意を表明したチームもありました。

新しい仲間も誕生しました。京都のプロジェクト保津川は、富

士山クラブからの呼びかけで「ふるさと清掃運動会in保津川」を

企画、ポスターも自主的に作成しました。地元亀岡市だけでなく

近隣の自治体にも呼びかけ、120人が参加しました。今後も定例

清掃会や「保津川ごみマップ」を作成して問題解決にあたりた

い、と意欲的です。

愛知県の「あなたの地域でできるエコ!DECOウオーク刈谷」の

活動から学ぶものも大きいと思います。企業から行政、市民団

体、自治会、小学校、大学に呼びかけ、周辺地域5箇所で980人

が参加、活動の成果を「グリーンマップ」にしていることも、大いに

参考になります。

10月 23日、石川県。北陸学院高校の先生から事務局に電話

が入りました。「生徒たちが自主的にやってくれました! 生徒たち

が王さんのメッセージに応えて商店街や他校、認知症のケアセン

ターにまで呼びかけて行動してくれたんです」と、声を弾ませて

話していました。ほんとうにうれしい知らせでした。

今企画の協力団体、一学一山運動実行委員会からは8大学

が参加、次回への足がかりをつけました。

青年たちの参加も大きな財産です。この企画に実行委員会立

ち上げから参加した学生ボランティア企画集団NUTSの青年た

ちに自主性とちえが育ちました。「ふるさとん」を誕生させ、ホーム

ページの立ち上げと連絡、管理体制に責任を持って取り組んだ

ことに自信を持ってほしいと思います。

環境問題をしかめっ面で取り組むのではなく、真剣に、楽しく、

身の回りでできることをはじめましょう。

大人から青年へ、青年から子どもたちへ!  百万人から数百

万人の大運動会へ
!

第2回への展望はすでに見えています。

(実行委員・亀山)
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TOSHIBA

ITの 力 で、未 来 に夢 を0

―

ビL
1 _

I TIは 、

率

1は

、

通 信、水 道、

効 率 化 を実 現 しま 0

効 地 球 環 境 に貢 献 ます。

高 速 道 路 、鉄 道、 オフィス な どき まざ まな 分 野 会 を支 えて い る IT。

日常 の

ロド化 が

、子 ど (

で も、 暮 らしを便 利 に して いるだ けで は あ ませ ん。

ITの 力 で 効 図 られ、余 分 なエ ネル ギー が使 われ くな りました。

省 エネ・省 資 源 を実 現 し もたちに住 み よい地 球 環 境 を残 して ことは、IT企 業 の使

東芝ソリューjシ ョングループは、いつも未来を見 めています。

東芝ソ ョン株式会社

命 。

WW tosh iba - sol.co. jp
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〒105‐0003 東京都港区浜松町2‐ 7‐13浜松町パークビル2階 NPO法人富士山クラブ内「ふるさと清掃運動会」実行委員会事務局

電話03‐ 6403‐ 5765 FAX03・ 5408‐ 1507


